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議
会シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
会
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
会（
以
下
、指
導
士
の
会
）

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
医
学
博
士
の
大
田

仁
史
先
生
が
考
案
し
た
体
操
で
、
道
具
を
使
わ
ず

に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
で
き
る

介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
で
、
全
部
で
92
種
類
の
体

操
が
あ
り
ま
す
。

茨
城
県
が
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た

め
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
養
成
事
業

が
平
成
17
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和
６
年
度
に
は

指
導
士
が
１
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

指
導
士
に
は
１
級
、
２
級
、
３
級
の
等
級
が
あ
り
、

当
市
の
指
導
士
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
１
級
が
６

名
、
２
級
が
36
名
、
３
級
が
26
名
で
す
。
そ
し
て
今

年
の
１
月
に
新
た
に
13
名
の
３
級
指
導
士
が
誕
生

し
ま
し
て
、
総
員
81
名
と
な
り
ま
す
。
１
級
指
導
士

は
３
級
養
成
講
習
会
の
講
師
を
務
め
ま
す
。
２
級
の

方
は
各
教
室
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
３
級
の
方
は
実
践

活
動
者
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
活
動
経
験
を
積
み
２

級
、
１
級
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
流
れ
と
な

り
ま
す
。

議
会シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
会
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

指
導
士
の
会

指
導
士
の
会
の
活
動
は
公
民
館
や
集
会
所
を
単
位

に
教
室
が
市
内
に
47
か
所
あ
り
ま
す
。
令
和
６
年
度

は
各
教
室
合
わ
せ
て
５
３
６
回
行
っ
て
お
り
参
加

者
が
の
べ
５
５
９
４
名
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

市議会
×

シルバーリハビリ体操
指導士の会

草野会長

草野会長 染谷副会長 鈴木一級指導士
（初代会長）

目﨑会計監査
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公
民
館
ま
つ
り
な
ど
の
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
体
操
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
17
年
の
水
害
の
際

に
は
、
被
災
し
た
高
齢
者
の
方
々

が
避
難
所
生
活
で
筋
力
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
、
各
地
の
指
導
士
が

茨
城
県
や
医
療
関
係
者
と
一
緒
に

避
難
所
を
巡
回
し
て
体
操
を
実
施

し
、
報
道
機
関
等
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

指
導
士
の
会
で
は
、
指
導
士
の

レ
ベ
ル
均
一
化
を
図
る
た
め
、
各

指
導
士
会
の
中
に
研
修
委
員
が
お

り
ま
す
。
当
市
に
は
４
名
の
研
修

委
員
が
お
り
、
年
間
計
画
を
立
て

指
導
士
の
知
識
や
技
術
向
上
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
一
般
の
教
室
で
体

操
を
行
う
場
合
は
、
専
門
用
語
を

使
わ
ず
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

表
現
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
皆
さ

ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

議
会今

後
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
や
、

ど
の
よ
う
な
会
に
し
て
い
き
た
い

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

指
導
士
の
会

各
教
室
が
集
い
の
場
と
し
て
、

か
た
く
な
ら
ず
に
楽
し
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

う
よ
う
な
、
ま
た
次
回
も
参
加
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
よ
う
な
教
室
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
年
、
全
国
的
に
災
害
が
増
加
し
て
お
り

避
難
所
に
お
け
る
高
齢
者
の
健
康
維
持
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
避
難
所
で
の
フ
レ
イ
ル
や
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
防
ぐ
た
め
体
操
は
非
常

に
有
効
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
体
操

教
室
に
来
て
い
る
人
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
育
て
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
体
操
教
室
を
元
気
で
楽

し
い
集
い
の
場
と
し
て
、
自
治
区
等
と
連
携
し
な
が

ら
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
会市

民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

指
導
士
の
会

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
体
が
不
自
由
な
方
で

も
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
体
操
で
す
。
会
場
に
も

よ
り
ま
す
が
寝
た
き
り
で
も
で
き
る
体
操
も
あ
り

ま
す
の
で
、
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
教
室
の
参
加
費

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
ど
こ
の
教
室
も
そ
う
で
す
が
、

女
性
に
比
べ
男
性
の
参
加
者
が
少
な
い
の
で
、
積
極

的
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は

地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
推
進

の
た
め
、
日
々
体
操
指
導
を
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
令
和
８
年
２
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

※

※
【
注
釈�

】
フ
レ
イ
ル
…�

健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

の
段
階

体操教室の
様子
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議
員	

�

　

外
国
人
の
人
口
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
３
９
２

２
人
だ
っ
た
が
、
令
和
８
年
１
月
１
日

現
在
で
は
７
１
４
１
人
と
約
１
・
８
倍

に
増
加
し
て
い
る
。

議
員	

�

　

外
国
人
と
の
共
生
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

市
民
生
活
部
長

　

昨
年
度
か
ら
多
文
化
共
生
の
必
要
性

を
広
く
普
及
す
る
多
文
化
共
生
推
進
員

養
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員	

�

　

外
国
人
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
た
体
制
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員	

�
　

農
業
現
場
に
お
け
る
外
国
人
問
題
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　

農
地
の
所
有
権
や
賃
借
権
を
取
得
し

た
外
国
人
が
国
外
に
転
出
し
た
た
め
連

絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
適
正
管
理
の
指

導
が
で
き
な
く
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。

議
員	

�

　

外
国
人
の
医
療
費
・
出
産
の
問
題
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

説
明
内
容
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
対
応
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

議
員	

�

　

外
国
人
の
市
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長

　

市
・
県
民
税
の
普
通
徴
収
で
は
、
外

国
人
の
滞
納
割
合
は
、
34
・
９
％
で
あ

る
。
国
民
健
康
保
険
税
の
外
国
人
の
滞

納
割
合
は
35
・
９
％
で
あ
る
。

議
員	

�

　

外
国
人
問
題
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長

　

要
望
書
を
出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

大
き
な
運
動
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
、

し
っ
か
り
し
た
外
国
人
政
策
で
常
総
市

と
し
て
、
こ
の
県
を
引
っ
張
っ
て
い
く

つ
も
り
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
現
場
の
意
見
と

し
て
国
に
も
政
策
の
提
言
を
し
て
い
く
。

市
民
の
不
安
や
職
員
の
苦
労
の
削
減
を

含
め
て
継
続
し
て
頑
張
っ
て
い
く
。

柴 典明 議員

外
国
人
対
応
に
つ
い
て

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

現
場
の
意
見
を
国
に
政
策
の
提
言
を
し
て
い
く

質問答弁

柴議員の
質問動画

一
般
質
問
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一
般
質
問

議
員	

�

　

当
市
は
、
外
国
人
比
率
が
高
い
自
治

体
で
あ
る
。
外
国
人
が
関
与
し
た
事
件

（
刑
事
犯
）、
事
故
の
発
生
件
数
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

常
総
市
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
県
の
認
知
件
数
同
様
に
令
和
４
年

以
降
、
増
加
傾
向
で
あ
る
。

議
員	

�

　

防
犯
に
関
す
る
対
策
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

常
総
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
制
定
し
、
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
を

図
っ
て
い
る
。

議
員	

�

　

交
通
安
全
に
関
す
る
対
策
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

交
通
安
全
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

議
員	

�

　

治
安
維
持
の
た
め
の
市
民
へ
の
意
識

向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

街
頭
で
の
立
哨
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
を
使
用
し
た
地
域
の
巡
回
、
ま
た
、
高

齢
者
へ
の
詐
欺
の
注
意
喚
起
な
ど
、
市

民
へ
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

議
員	

�

　

不
法
就
労
者
や
不
法
滞
在
者
へ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
へ
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
国
、
県
、
警
察
等
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
違
法
な
雇
用
や
不
適

切
な
就
労
環
境
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員	
�

　

県
市
長
会
、
町
村
会
の
外
国
人
と
の

共
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
提
言

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
外
国
人

と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
く
の
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

　

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
新
た
な
常

総
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
多
文
化
共
生
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
結
果
を
出
し
て
い
く
。

議
員	

�

　

当
市
は
全
国
で
も
稀
に
み
る
外
国
人

共
生
社
会
の
最
前
線
で
あ
り
、
具
体
的

な
執
行
計
画
を
明
確
に
提
示
す
べ
き
で

あ
る
。
市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、
で

き
る
限
り
の
未
然
防
止
策
を
講
じ
て
い

た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

塚本 治男 議員

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
市
民
生
活

の
実
現
に
向
け
て

常
総
市
独
自
の
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
を

作
成
し
対
策
を
講
じ
て
い
く

質問答弁

塚本議員の
質問動画

議
員	

�

　

大
生
小
学
校
と
五
箇
小
学
校
の
統
合

の
進
捗
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
統
合
方

針
案
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

統
合
す
る
た
め
の
２
つ
の
方
針
案
は
、

統
合
校
の
位
置
を
大
生
小
学
校
と
す
る

方
針
で
あ
り
、
ま
た
、
統
合
目
標
時
期

の
方
針
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日
と
し

て
い
る
。

議
員	

�

　

大
生
小
学
校
へ
の
統
合
目
標
時
期
を

令
和
９
年
４
月
１
日
と
す
る
方
針
で
進

め
る
上
で
の
課
題
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

通
学
区
域
が
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ

る
通
学
方
法
に
関
す
る
意
見
や
要
望
が

多
数
あ
り
、
２
校
に
お
け
る
統
合
計
画

を
円
滑
に
進
め
る
上
で
課
題
と
想
定
さ

れ
る
。
今
後
、
統
合
に
向
け
た
詳
細
な

検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
統
合

準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
通
学
体
制
の

詳
細
な
検
討
を
進
め
、
最
終
的
な
と
り

ま
と
め
を
行
う
方
針
と
し
て
い
る
。

議
員	

�

　

統
合
目
標
を
令
和
９
年
４
月
１
日
と

す
る
方
針
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
１

年
間
の
具
体
的
な
計
画
を
立
案
し
、
課

題
等
の
対
策
を
含
め
て
進
め
る
よ
う
提

案
を
す
る
。
次
に
、
石
下
東
部
小
学
校

３
校
（
玉
小
学
校
・
石
下
小
学
校
・
豊

田
小
学
校
）
の
統
合
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
方
針
案
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

統
合
方
針
案
と
し
て
、
新
校
舎
の
建

設
を
含
め
た
拠
点
校
の
位
置
を
検
討
す

る
方
針
で
あ
る
。
具
体
的
な
候
補
地
は

４
か
所
（
石
下
小
学
校
・
石
下
中
学
校

周
辺
・
石
下
庁
舎
周
辺
・
石
下
中
学
校
）

が
あ
り
、
最
終
候
補
地
の
選
定
に
向
け

た
協
議
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
は
、
庁

内
の
関
連
す
る
部
署
と
の
協
議
に
つ
い

て
も
並
行
し
て
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

議
員	

�

　

新
校
舎
を
建
て
統
合
す
る
ま
で
に
例

え
ば
、
10
年
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
暫

定
処
置
と
し
て
、
現
在
の
石
下
小
学
校

に
統
合
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
玉
小
学
校
と
豊
田
小
学
校
の
年

間
の
維
持
管
理
費
用
を
石
下
小
学
校
へ

の
受
入
れ
の
為
の
整
備
費
に
充
て
る
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
統
合
す
る
と
、

子
ど
も
達
が
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
能

力
が
伸
び
る
。

吉原 晴照 議員

常
総
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画

に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
適
正
配
置
の
取
組

み
を
推
進
し
て
い
く

質問答弁

吉原議員の
質問動画
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一
般
質
問

議
員	

�

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

過
去
に
何
度
か
質
問
し
て
き
た
が
い
ま

だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
現
在
の
進

展
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　

国
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
公
立
小
学

校
の
無
償
化
に
向
け
て
実
施
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。
中
学
校
の
無
償
化
は
市

独
自
で
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員	

�

　

小
学
校
の
月
額
５
千
２
０
０
円
の
上

限
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
負
担
に
な
る
の
か
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

保
護
者
負
担
が
な
い
よ
う
補
助
し
て

い
く
。

議
員	

�

　

中
学
校
の
無
償
化
は
令
和
８
年
度
の

み
の
支
援
だ
が
、
給
食
費
無
償
化
を
恒

久
的
に
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

次
年
度
以
降
は
未
定
だ
が
、
国
の
動

向
を
見
守
り
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。

議
員	
�

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
質
問
を
２
年
前
に
行
っ

た
。
そ
の
時
の
答
弁
は
、
施
設
の
老
朽
化

議
員	

�

　

空
き
家
の
推
移
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　

令
和
７
年
10
月
時
点
の
空
き
家
戸
数

は
６
１
６
戸
あ
り
、
総
務
省
の
統
計
調

査
に
よ
る
空
き
家
率
は
12
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

議
員	

�

　

空
き
家
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　

市
内
全
地
区
の
全
戸
調
査
を
実
施
し
、

新
た
に
２
０
４
件
の
発
見
に
至
っ
た
。

空
き
家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
図
り
、

こ
れ
を
基
に
、
バ
ン
ク
制
度
や
所
有
者

等
へ
適
正
管
理
指
導
の
通
知
文
を
送
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
利
活
用
促
進
と
し

て
購
入
等
の
費
用
に
つ
い
て
最
大
１
０

０
万
円
の
補
助
金
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
起
業
・
創
業
希
望
者
を

応
援
す
る
「
さ
か
さ
ま
不
動
産
」
の
仕

組
み
導
入
を
し
て
い
る
。

議
員	

�

　

空
き
家
の
課
題
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　

全
国
的
に
使
用
目
的
の
な
い
空
き
家

は
、
20
年
で
約
１
・
８
倍
に
増
加
、
建
物

の
安
全
性
、
防
災
や
防
犯
上
で
も
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
の
懸
念
が
あ
る
。

や
設
備
の
更
新
、
給
食
業
務
の
一
元
化
、

効
率
化
を
図
る
た
め
に
統
合
し
た
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
方
向
で
現
在
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
あ
れ

か
ら
２
年
、
検
討
の
結
果
を
伺
う
。

教
育
部
長

　

令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
で
、
統
合

し
た
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
と
答
弁
し
た
。
既
存
施
設

の
老
朽
化
、
夏
の
高
温
下
で
の
調
理
環

境
の
改
善
の
必
要
性
が
顕
在
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
早
急
に
方
針
を
決
定

し
た
い
。

議
員	

�

　

こ
の
時
、
統
合
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
候
補
地
と
し
て
、
青
少
年
の
家

跡
地
を
検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
検
討
の
結
果
を
伺
う
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針
が
決
定
し
て

い
な
い
た
め
検
討
中
だ
が
、
学
校
の
配

置
状
況
や
防
災
上
の
観
点
か
ら
青
少
年

の
家
跡
地
が
有
力
な
候
補
地
で
あ
る
。

議
員	

�

　

検
討
の
２
年
間
は
長
い
。
こ
の
間
老

朽
化
は
進
み
、
建
設
費
も
高
騰
す
る
。
安

全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
継
続
し
て
提

供
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

当
市
も
、
適
正
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
市

街
地
に
空
き
家
が
集
中
し
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

議
員	

�

　

空
き
家
に
対
す
る
今
後
の
方
向
性
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

　

立
地
適
正
化
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
当
該
計
画
も
踏
ま
え
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
空
家
等
活
用
促
進
区
域

を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
区
域

設
定
を
通
じ
て
有
効
な
施
策
を
検
討
し

な
が
ら
、
空
き
家
の
利
活
用
、
流
通
を

促
進
し
、
地
域
の
機
能
を
取
り
戻
す
と

同
時
に
、
空
き
家
の
解
消
に
も
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
空
き
家
問
題
は
、

行
政
だ
け
で
は
、
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い

部
分
も
あ
り
、
地
域
、
民
間
企
業
な
ど

皆
様
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
進
め
て
い
く
。

議
員	

�

　

計
画
的
な
予
算
化
、
取
り
組
み
を
進

め
、
今
後
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
及

び
、
安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
す
る
。

岡野 一男 議員

石塚 剛 議員

学
校
給
食
の
無
償
化
は
い
つ
か
ら
か

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
か
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
と

も
実
施
す
る

空
き
家
を
解
消
し
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

質問

質問

答弁

答弁

岡野議員の
質問動画

石塚議員の
質問動画

【さかさま不動産】�物件を借りたい人の夢や想いを先にウェブサイトに掲載し、その想いに共感した大家さんが貸し手として名乗り出る、逆転の発想か
ら生まれた不動産マッチングサービス。
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一
般
質
問

議
員	

�

　

当
市
に
お
け
る
児
童
発
達
支
援
の
事

業
所
数
、
利
用
児
童
数
、
支
援
内
容
等

の
把
握
と
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

市
内
の
事
業
所
数
は
10
か
所
、
利
用

者
数
は
令
和
７
年
12
月
の
実
績
で
、
実

人
数
１
３
２
名
、
１
か
月
当
た
り
延
べ

利
用
件
数
９
２
８
件
で
あ
る
。

　

支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
発
達
に
課

題
が
あ
る
６
歳
ま
で
の
未
就
学
児
を
対

象
に
、
児
童
と
指
導
員
ま
た
は
保
育
士

が
１
対
１
で
工
作
や
読
み
書
き
な
ど
を

行
う
個
別
支
援
と
複
数
の
グ
ル
ー
プ
で

体
操
や
制
作
活
動
な
ど
を
行
う
集
団
支

援
が
あ
り
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
で

き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
と
思
う
児
童
、

保
護
者
に
と
っ
て
重
要
な
制
度
で
あ
る
。

議
員	

�

　

児
童
発
達
支
援
に
お
け
る
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

①
様
々
な
発
達
の
過
程
や
特
性
を
も

つ
子
ど
も
へ
の
十
分
な
配
慮
や
対
応
が

で
き
る
専
門
職
の
人
員
確
保
、
②
個
々

の
発
達
を
支
援
す
る
事
業
所
不
足
、
③

重
度
の
障
が
い
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
保

育
施
設
や
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
市

内
に
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

議
員	

�

　

保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
措
置
を
伺
う
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
児
童

発
達
支
援
の
量
・
質
の
充
実
並
び
に
地

域
の
保
育
・
教
育
と
一
体
と
な
っ
た
支

援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

社
会
福
祉
課
長

　

国
の
制
度
と
し
て
、
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
児
童
発

達
支
援
の
利
用
者
負
担
の
無
償
化
と
第

２
子
以
降
の
子
ど
も
に
係
る
利
用
料
軽

減
の
多
子
軽
減
制
度
が
あ
る
。

福
祉
部
長

　

来
年
度
改
定
予
定
の
障
が
い
児
福
祉

計
画
策
定
に
お
け
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
適
切
な
量
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
質
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
知
識
・
経
験
に
基
づ
き
保
育
所
等
の

後
方
支
援
を
行
う
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

議
員	

�

　

発
達
に
遅
れ
の
あ
る
、
特
性
を
も
つ

子
ど
も
が
地
域
の
中
で
当
た
り
前
に
育

つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
支
援

体
制
の
具
現
化
を
改
め
て
お
願
い
す
る
。

草間 典夫 議員

早
期
支
援
を
逃
さ
な
い
た
め
の
「
児
童
発

達
支
援
制
度
」
の
充
実
に
つ
い
て

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る

質問答弁

草間議員の
質問動画

議
員	

�

　

各
施
設
が
一
覧
に
な
っ
て
お
ら
ず
、わ

か
り
に
く
い
。
ど
の
よ
う
に
情
報
発
信

を
改
善
し
て
い
く
の
か
。

市
長
公
室
長

　

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
々

な
媒
体
を
活
用
し
て
分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
、
公
共
施
設
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

議
員	

�

　

施
設
の
利
用
に
関
す
る
情
報
は
市
民

が
独
自
に
発
信
し
て
も
よ
い
の
か
。

資
産
活
用
課
長

　

市
民
の
皆
様
が
自
主
的
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
に
は
支
障
な
い
。
そ
の
際
、
市

が
保
有
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
要

望
に
応
じ
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

議
員	

�

　

何
課
に
行
っ
て
ど
の
よ
う
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
か
。

市
長
公
室
長

　

ま
ず
は
、
資
産
活
用
課
に
一
報
い
た

だ
き
、
お
つ
な
ぎ
を
す
る
と
い
う
流
れ

に
な
る
。

議
員	

�

　

市
内
で
今
現
在
活
用
さ
れ
て
い
な
い

遊
休
地
と
な
っ
て
い
る
施
設
や
資
産
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
の
状
況
は
。

市
長
公
室
長

　

活
用
さ
れ
て
い
な
い
遊
休
地
や
施
設

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
活
用
し

た
い
申
出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
可
能
な

範
囲
で
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員	

�

　

遊
休
地
や
施
設
の
利
活
用
の
相
談
は
、

こ
れ
も
資
産
活
用
課
で
よ
い
か
。

資
産
活
用
課
長

　

先
ほ
ど
と
同
様
、
資
産
活
用
課
が
窓

口
で
あ
る
。

議
員	

�

　

守
谷
市
の
よ
う
な
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、
市
民
及
び
職

員
の
業
務
も
軽
減
さ
れ
て
負
担
が
軽
く

な
る
と
考
え
る
が
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
は
。

総
務
部
長

　

茨
城
県
と
県
内
市
町
村
で
共
同
運
用

を
行
っ
て
い
る
「
い
ば
ら
き
公
共
施
設

予
約
サ
ー
ビ
ス
」
が
令
和
８
年
９
月
に

刷
新
を
さ
れ
る
。
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
、
予
約
可
能
な
施
設
の
拡
充
を

予
定
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
る
市
民
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て

入江 赳史 議員

公
共
施
設
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
予
約
可
能

な
施
設
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る

質問答弁

入江議員の
質問動画

【児童発達支援】�児童福祉法に基づく通所支援の一つで「障がいのある子どもに対し、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、
集団生活への適応訓練、その他の便宜を提供するものである」･･･ 厚生労働省の児童発達支援ガイドライン
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【レイズドベッド】�イギリス発祥の花壇の作り方の一種で、レイズド（持ち上げられた）ベッド（花壇）という意味が語源であり、一般的な地植えの花壇ではなく、木やブロック、樹脂など
の素材で高く盛り上げた枠を組立て、その中に土や堆肥を入れて野菜を育てる。高さと大きさがあることで、しゃがんだり腰を曲げたりといった窮屈な姿勢から解放され
るため、足の不自由な方や車椅子の方でも野菜づくりができ、バリアフリー菜園とも言われる。

議
員	

�

　

道
の
駅
常
総
の
年
間
売
上
げ
額
と
市

へ
の
納
付
額
は
幾
ら
か
。
ま
た
、
生
産

者
の
売
上
げ
割
合
と
今
後
に
つ
い
て
伺

う
。

産
業
振
興
部
長

　

令
和
6
年
度
の
売
上
げ
額
は
約
25
億

円
で
、
当
市
へ
の
納
付
額
は
1
％
で
約

２
千
５
０
０
万
円
を
納
付
い
た
だ
い
て

い
る
。
経
費
を
差
し
引
い
た
利
益
に
対

す
る
納
付
金
割
合
は
８
・
８
％
で
あ
る
。

農
業
政
策
課
長

　

生
産
者
の
売
上
げ
は
、
農
産
物
・
加

工
品
を
含
め
て
、
約
３
億
６
千
６
０
０

万
円
で
あ
り
、
全
体
の
13
％
を
占
め
て

い
る
。
今
後
も
売
り
上
げ
増
加
に
伴
い
、

当
市
へ
の
還
元
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献

を
高
め
て
い
く
。

議
員	

�

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
は
施
設
で

使
用
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
分
の
電
気

料
金
は
指
定
管
理
者
が
負
担
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
納
付
金
の
1
％
は
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
業
政
策
課
長

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
料
金
削
減

は
年
間
約
３
０
０
万
円
で
あ
り
、
施
設

電
力
の
約
11
％
を
賄
っ
て
い
る
。
本
設

備
は
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保
が

目
的
で
あ
る
た
め
、
電
気
料
金
や
納
付

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
更
新
時
期

を
見
据
え
協
議
し
て
い
く
。

議
員	

�

　

将
来
の
大
規
模
修
繕
費
の
確
保
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

産
業
振
興
部
長

　

10
年
か
ら
20
年
後
の
大
規
模
修
繕
を

見
据
え
、
単
年
度
で
の
負
担
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
公
共
施

設
整
備
基
金
に
納
付
金
を
積
み
立
て
て

お
り
、
大
規
模
修
繕
に
備
え
費
用
確
保

に
努
め
て
い
る
。

議
員	

�

　

次
期
更
新
時
に
最
低
固
定
額
や
売
上

げ
段
階
制
、
営
業
利
益
連
動
方
式
の
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長

　

運
営
状
況
や
他
自
治
体
の
事
例
を
踏

ま
え
、
最
低
額
設
定
や
売
上
げ
利
益
連

動
方
式
も
含
め
指
定
管
理
者
と
協
議
し

て
い
く
。

市
長

　

議
員
か
ら
ご
提
案
の
と
お
り
、
納
付

金
の
問
題
も
含
め
、
真
摯
に
協
議
を
進

め
て
い
く
。

倉持 守 議員

道
の
駅
常
総
の
市
へ
の
納
付
金
に

つ
い
て
市
民
に
還
元
を
求
め
る

納
付
金
の
問
題
も
含
め
て
真
摯
に
協
議
を

進
め
て
い
く

質問答弁

倉持議員の
質問動画

議
員	

�

　

現
在
の
当
市
に
お
け
る
遊
休
農
地
の

面
積
と
、近
年
ど
の
よ
う
な
推
移
と
な
っ

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　

現
在
、
当
市
の
農
地
総
面
積
は
５
，

７
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
遊
休
農

地
は
農
業
委
員
会
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
農
地
利
用
状
況
調
査
結
果
に
よ
る
と

今
年
度
の
遊
休
農
地
面
積
は
31
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
り
、
市
の
農
地
総
面
積
の
約

０
・
54
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
国
の
２
・

29
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
直
近
３
年
間
の
当
市
の
遊
休

農
地
面
積
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
が

29
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
６
年
度
が
24
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
７
年
度
が
31
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
推
移
し
、

大
き
な
変
化
は
な
い
。

議
員	

�
　

全
国
的
な
増
加
率
に
比
べ
て
大
き
く

増
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

れ
は
、
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
農
業
政

策
課
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
Ｊ
Ａ
、

土
地
改
良
区
、
担
い
手
農
家
な
ど
と
連

携
し
、
遊
休
農
地
を
含
め
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
の
推
進
に
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
た
ま
も
の
で
あ
る
。	

�

　

野
菜
づ
く
り
や
園
芸
は
体
を
動
か
す

こ
と
、
外
に
出
る
こ
と
、
人
と
話
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
市
が
農
地
の
環
境
整
備
を

行
い
、
レ
イ
ズ
ド
ベ
ッ
ド
な
ど
を
設
置

し
、
高
齢
者
が
無
理
な
く
参
加
で
き
る

「
農
園
芸
の
場
」
と
し
て
、
遊
休
農
地
を

活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
当
市

の
考
え
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　

議
員
提
案
の
遊
休
農
地
を
高
齢
者
の

方
々
が
参
加
で
き
る
「
農
園
芸
の
場
」

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
農
地
の
有
効

活
用
や
高
齢
者
の
健
康
増
進
・
介
護
予

防
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
同
時
に
実
現
で
き
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係
部
署
と
連

携
し
な
が
ら
、
既
存
の
遊
休
農
地
の
活

用
を
踏
ま
え
て
調
査
し
て
い
く
。

議
員	

�

　

高
齢
者
が
無
理
な
く
参
加
で
き
る
小

規
模
な
野
菜
づ
く
り
や
園
芸
活
動
の
場

と
し
て
の
レ
イ
ズ
ド
ベ
ッ
ド
の
あ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
菜
園
の
整
備
に
つ
い
て
、フ

レ
イ
ル
予
防
や
認
知
症
予
防
の
観
点
か

ら
も
、
福
祉
部
と
連
携
し
、
調
査
・
研

究
を
お
願
い
し
た
い
。

柳井 真吾 議員

遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
の
現
状

と
利
活
用
に
つ
い
て

行
政
だ
か
ら
こ
そ
担
え
る
つ
な
ぐ
役
割
を
生
か
し
、

円
滑
な
遊
休
農
地
の
活
用
に
つ
な
い
で
い
く

質問答弁

柳井議員の
質問動画
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議
員	

�

　

水
海
道
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転
後
の

水
海
道
公
民
館
の
活
用
方
針
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長

　

現
時
点
に
お
い
て
具
体
的
な
運
用
方

針
は
決
定
し
て
な
い
。
今
後
、
周
辺
地

域
の
ニ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
財
政
負
担
の

平
準
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
庁
内
で
協
議
検
討
を
進
め
具
体

的
な
方
針
が
定
ま
り
次
第
、
お
示
し
す

る
。

議
員	

�

　

水
海
道
公
民
館
の
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

　

旧
カ
ス
ミ
店
舗
に
整
備
中
の
複
合
施

設
に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月
末
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
う

現
水
海
道
公
民
館
の
閉
館
時
期
は
、
利

用
者
の
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
５
月
中
旬
頃
の
閉
館
を
予

定
し
て
い
る
。

議
員	
�

　

利
用
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
市
民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
す
る
。
利

用
団
体
に
対
し
て
は
、
新
施
設
の
利
用

方
法
や
予
約
方
法
な
ど
の
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員	

�

　

水
海
道
公
民
館
移
転
後
の
武
道
館
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

　

本
年
５
月
中
旬
頃
の
公
民
館
移
転
、

閉
館
に
伴
い
武
道
館
も
同
時
期
に
利
用

を
休
止
す
る
。
当
該
施
設
は
昭
和
７
年

竣
工
の
旧
耐
震
基
準
施
設
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
利
用
者
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す

必
要
が
あ
り
、
今
定
例
会
議
に
上
程
し

て
あ
る
補
正
予
算
に
お
い
て
耐
震
診
断

に
係
る
経
費
を
計
上
し
た
。
今
後
の
運

用
に
つ
い
て
は
診
断
結
果
に
基
づ
き
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
慎

重
に
検
討
し
方
針
を
決
定
す
る
。

議
員	

�

　

こ
の
武
道
館
は
国
登
録
有
形
文
化
財

と
い
う
歴
史
と
市
民
の
志
が
詰
ま
っ
た

宝
で
あ
る
。
診
断
結
果
を
待
つ
間
も
こ

の
価
値
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
適
切
な
保

全
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
想
い

に
寄
り
添
っ
た
最
善
の
未
来
を
導
き
出

し
て
も
ら
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

中島 義昭 議員

移
転
後
の
水
海
道
公
民
館
及
び
武
道

館
に
つ
い
て

常
総
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
適
切
に
判
断
し
て
い
く

質問答弁

中島議員の
質問動画

議
員	

�

　

地
域
商
社
は
地
域
に
密
着
し
て
地
域

資
源
の
発
掘
を
し
て
活
用
方
法
を
検
討

し
、
ま
た
、
市
場
調
査
、
商
品
開
発
、
そ

の
品
物
の
販
路
の
開
拓
、
販
売
促
進
活

動
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
地
域
の
生
産

者
の
活
動
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
品
を
国
内
、
ま
た
海
外

に
積
極
的
に
展
開
を
し
て
い
く
取
組
を

地
域
に
特
化
し
て
行
っ
て
い
く
会
社
に

な
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の
さ
ら
な

る
強
化
を
考
え
る
と
、
こ
の
地
域
商
社

は
大
変
有
効
な
取
組
と
考
え
る
。
仮
に

今
後
、
地
域
商
社
の
取
組
を
進
め
る
と

想
定
し
た
場
合
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

通
称
豊
田
城
を
拠
点
と
し
て
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
当
市
の
特
徴
の
一

つ
と
し
て
は
、
お
祭
り
や
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
も
、
将
来
的
に
地
域
商
社

に
移
行
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
強
み
と

な
る
可
能
性
も
秘
め
て
お
り
、
行
政
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
当
市
の
考
え
を
伺
う
。

政
策
調
整
監

　

地
域
商
社
は
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
地
元
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
農

業
振
興
や
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
地
域
商
社
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を

進
め
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
道
の
駅
周
辺
の
農
産
物
や
地

域
特
産
品
の
販
売
促
進
を
支
援
し
、
地

元
農
家
や
生
産
者
と
の
協
力
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
で
農
業
振
興
を
図
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
市
街
地
ま

ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
も
地
域
商
社

が
地
元
企
業
や
住
民
と
連
携
を
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
議
員
提
案

の
市
の
行
事
で
あ
る
千
姫
ま
つ
り
や
、き

ぬ
川
花
火
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
地

域
商
社
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
公
共
で
は
で

き
な
い
新
た
な
収
益
化
を
目
指
す
こ
と

も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
常

総
市
を
拠
点
と
す
る
地
域
商
社
が
そ
の

強
み
を
生
か
し
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
が
行
う
事
業
と
は
異

な
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立

や
地
域
の
活
性
化
も
期
待
で
き
る
と
考

え
ら
れ
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
関
係
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
地

域
商
社
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

佐藤 剛史 議員

地
域
商
社
を
当
市
で
も
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う

地
域
商
社
の
強
み
を
考
慮
し
な
が
ら

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

質問答弁

佐藤議員の
質問動画
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一
般
質
問

議
員	

�

　

た
ば
こ
販
売
組
合
支
部
長
で
あ
る
中

村
安
雄
議
員
は
、
一
般
質
問
の
前
に
今

年
度
の
予
算
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ
と
に

対
し
、
私
の
自
宅
へ
組
合
員
が
お
礼
参

り
行
く
と
脅
迫
し
た
り
、
質
問
中
に
議

長
の
度
重
な
る
注
意
に
も
応
じ
ず
妨
害

す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
厳
重
な
る
処
罰
を
求
め
る
。�

　

法
律
違
反
に
よ
る
数
千
万
円
の
違
法

支
出
に
対
し
、
納
税
者
に
謝
罪
を
し
、

弁
済
す
べ
き
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
に

法
律
が
施
行
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
そ
れ
を
し
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長

　

た
ば
こ
販
売
組
合
に
対
す
る
支
出
は

適
法
で
あ
る
。

議
員	

�

　

答
弁
が
二
転
三
転
し
て
い
る
。
最
初

は
公
園
の
清
掃
の
謝
礼
、
次
は
禁
煙
の

啓
蒙
活
動
、
予
算
を
半
額
に
す
る
等
々
。

商
工
観
光
課
長

　

住
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
で
あ
る
。

議
員	

�

　

中
村
安
雄
議
員
は
最
高
責
任
者
で
あ

る
が
、
私
は
関
係
な
い
。
一
切
知
ら
な

い
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
通
用
し
な
い
。

商
工
観
光
課
長

　

団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

議
員	

�

　

そ
れ
は
Ｊ
Ｔ
の
仕
事
で
あ
る
。
な
ん

の
反
省
も
な
く
、
血
税
を
何
だ
と
考
え

て
い
る
の
か
。
何
度
も
名
称
を
変
え
て

い
る
の
は
、
法
律
に
違
反
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

商
工
観
光
課
長

　

誤
解
を
招
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

議
員	

�

　

10
年
で
２
千
万
円
で
あ
る
。
利
息
を

入
れ
る
と
相
当
な
金
額
に
な
る
。
今
年

度
か
ら
違
法
支
出
を
廃
止
に
し
た
。
正

し
け
れ
ば
続
け
る
は
ず
で
あ
る
。

産
業
振
興
部
長

　

令
和
７
年
の
随
時
監
査
で
指
摘
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

議
員	

�

　

顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
て
違
法
と
言

わ
れ
た
か
ど
う
か
答
弁
を
求
め
る
。

商
工
観
光
課
長

　

違
法
か
ど
う
か
は
裁
判
所
が
決
め
る

こ
と
な
の
で
、
内
容
は
非
公
開
で
あ
る
。

議
員	

�

　

違
法
と
言
わ
れ
た
か
ら
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
答
え
ら
れ
な
い
の
は
お

か
し
い
。
速
や
か
に
謝
罪
と
弁
償
を
求

め
る
。

茂田 信三 議員

早
急
に
弁
償
と
謝
罪
を

報
償
費
の
支
出
は
適
法
で
あ
る

質問答弁

茂田議員の
質問動画

議
員	

�

　

県
の
水
道
事
業
の
経
営
統
合
に
新
た

に
追
加
参
画
し
た
市
と
、
単
独
で
行
う

市
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　

21
事
業
体
が
既
に
基
本
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
令
和
８
年
２
月
５
日
に
新

た
に
当
市
も
含
め
た
７
つ
の
市
、
企
業

団
が
参
加
し
た
。
単
独
経
営
を
持
続
す

る
事
業
体
は
15
事
業
体
で
あ
る
。

議
員	

�

　

経
営
統
合
28
事
業
体
の
給
水
人
口
は

１
１
０
万
人
で
、
県
内
給
水
人
口
の

40
％
。
単
独
経
営
の
事
業
体
の
給
水
人

口
は
60
％
で
１
７
０
万
人
で
あ
る
。
人

口
の
少
な
い
事
業
体
が
集
ま
っ
て
広
域

で
行
う
と
い
う
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
し
て
非
効
率
的
だ
と
思
う
。
県
の
水

需
要
計
画
と
当
市
の
水
需
要
の
実
態
は

ど
う
な
の
か
。

都
市
建
設
部
長

　

市
の
水
需
要
計
画
に
つ
い
て
は
、
県

の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
、
将
来
の
水
需
要
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
計
画
し
た

も
の
で
あ
る
。
改
め
て
市
独
自
の
水
需

要
計
画
の
見
直
し
を
含
め
て
県
と
協
議

し
て
い
く
。

議
員	

�

　

県
の
一
体
化
計
画
で
は
、
市
町
村
の

浄
水
場
（
井
戸
）
を
半
分
に
す
る
計
画

だ
が
、
当
市
の
相
野
谷
浄
水
場
は
残
る

の
か
。

都
市
建
設
部
長

　

相
野
谷
浄
水
場
は
、
令
和
26
年
ま
で

に
は
配
水
場
に
な
る
計
画
で
あ
る
。

議
員	

�
　

新
た
な
水
源
は
３
系
列
に
求
め
る
と

あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
か
。

水
道
課
長

　

筑
西
市
の
県
西
水
道
事
務
所
、
市
内

大
塚
戸
地
区
の
水
海
道
浄
水
場
と
取
手

市
の
利
根
川
浄
水
場
で
あ
る
。

議
員	

�

　

組
織
の
集
約
化
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
１
２
６
億
円
と
あ
る
が
、
経
営
統
合

に
よ
り
当
市
の
水
道
課
職
員
の
人
数
と

身
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ
せ
な
い
た

め
、
現
在
の
職
員
数
と
同
程
度
の
人
員

を
確
保
す
る
努
力
を
し
て
い
く
。
職
員

の
身
分
は
県
へ
の
派
遣
と
な
り
、
人
件

費
は
県
が
持
つ
こ
と
に
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
会
計
年
度
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て

堀越 道男 議員

水
道
の
広
域
経
営
統
合
に
つ
い
て

不
十
分
さ
は
な
い
か

安
定
し
た
水
供
給
目
指
し
、
水
需
要
計
画

の
見
直
し
を
含
め
協
議
し
て
い
く

質問答弁

堀越議員の
質問動画
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審
議
案
件
と
結
果

議案番号 議　　　案　　　名 内　　容 審議結果

議案第 71 号 令和７年度常総市一般会計補正予算（第６号） 補正予算の増額分	  7 億 1,931 万 6,000 円
補正予算後の総額	 289 億 5,898 万円 可決

選任第４号 常総市議会議会運営委員会委員の選任について 次の議員を選任するもの
（小林　剛） 選任

※議長は採決に加わらない
≪会議の欠席等の状況≫
　欠席者なし

令和８年２月
随時会議 審議案件と結果

色の付いていない部分は全会一致、■色付き部分は賛否が分かれた案件で 13 ページに掲載しております。

議案番号 議　　　案　　　名 内　　容 審議結果

議案第 72 号 友好都市の提携について
教育、文化、スポーツ、産業及び災害時の相互応援等の幅広
い分野での交流を促進し、両都市の持続可能な発展を図るこ
とを目的に、東京都文京区と友好都市の提携をするもの

可決

議案第 73 号

訴えの提起について

災害援護資金貸付金に係る支払督促の申立てに対し、相手方
から督促異議の申立てがなされた場合、民事訴訟法の規定に
より支払督促の申立ての時に訴えの提起があったものとみな
されることから、地方自治法の規定に基づき、提出するもの

可決

議案第 74 号 可決

議案第 75 号 可決

議案第 76 号
常総市議会議員及び常総市長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

公職選挙法施行令が改正され、国会議員の選挙におけるビラ
の作成等に係る公費負担の限度額が引き上げられたことか
ら、市議会議員選挙及び市長選挙における公費負担の限度額
を同様に引き上げる改正を行うもの

可決

議案第 77 号 常総市職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例について

令和７年８月７日に人事院から公務員給与の改定が勧告され
たことを受け、当該人事院勧告に準拠して一般職に属する職
員の給料の月額並びに期末手当及び勤勉手当の支給割合を改
めるほか、地域手当に関する規定の改正その他所要の改正を
行うもの

可決

議案第 78 号

常総市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例及び常総市特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例について

報酬及び旅費の一部について見直しを行い、特別職の職員で
非常勤のものの勤務時間が２時間未満の場合に、その報酬額
を２分の１とする規定を削るほか、日当に関する規定を改め
る等の改正を行うもの

可決

議案第 79 号 常総市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正す
る条例について

茨城県が定める医療福祉費支給に関する条例準則が改正され
たことから、市条例についても同様の改正を行うもの 可決

議案第 80 号 訴えの提起について 住宅資金貸付金に係る貸金返還請求の訴えを提起するため、
地方自治法の規定に基づき、提出するもの 可決

議案第 81 号 訴えの提起について

住宅資金貸付金に係る支払督促の申立てに対し、相手方から
督促異議の申立てがなされた場合、民事訴訟法の規定により
支払督促の申立ての時に訴えの提起があったものとみなされ
ることから、地方自治法の規定に基づき、提出するもの

可決

議案第 83 号 常総市福祉会館の設置及び管理に関する条例を廃止
する条例について 本年度をもって常総市福祉会館を廃止するもの 可決

議案第 84 号 常総市介護保険条例の一部を改正する条例について
令和７年度税制改正により給与所得控除が見直されたことか
ら、保険料率の算定の調整を行うための規定及び特例の減免
に関する規定を定める改正を行うもの

可決

議案第 85 号 常総市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について

水海道公民館の後継施設として水海道交流センターを開設す
ることに伴って同館を廃止することから、別表に掲げるその
名称等を削る改正を行うもの

可決

議案第 86 号 常総市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を
改正する条例について

融資保証のあっせんの保証期間について、中小企業の資金繰
りの安定に資するため、その保証期間の最長限度を現行の７
年から 10 年とする改正を行うもの

可決

議案第 87 号 常総市水道事業給水条例の一部を改正する条例につ
いて

災害その他非常の場合において、他の水道事業者又は他の水
道事業者が指定した給水装置工事事業者が給水装置の新設等
の工事を施行することを可能とする規定を加える改正を行う
もの

可決

令和８年３月
定例会議 審議案件と結果
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審
議
案
件
と
結
果

議案番号 議　　　案　　　名 内　　容 審議結果

議案第 88 号 市道の路線の廃止について（2603 号線）
羽生町地内の路線について、鬼怒川緊急対策プロジェクトに
よる堤防整備に伴い、道路としての機能が失われたことから、
その認定を廃止するもの

可決

議案第 89 号 市道の路線の廃止について（3469 号線）

豊岡町地内の路線について、当該路線の一部が鬼怒川サイク
リングロードと重複すること及び重複する部分を除いた現道
の部分を市道 3934 号線に統合することから、その認定を廃
止するもの

可決

議案第 90 号 市道の路線の変更について（2605 号線）
豊岡町地内の路線について、鬼怒川緊急対策プロジェクトに
よる堤防整備に伴い、現況に即した路線とすることから、当
該路線の起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 91 号 市道の路線の変更について（3475 号線）
豊岡町地内の路線について、鬼怒川緊急対策プロジェクトに
よる堤防整備に伴い、現況に即した路線とすることから、当
該路線の終点の位置を変更するもの

可決

議案第 92 号 市道の路線の変更について（3486 号線）
豊岡町地内の路線について、鬼怒川緊急対策プロジェクトに
よる堤防整備に伴い、現況に即した路線とすることから、当
該路線の起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 93 号 市道の路線の変更について（3655 号線）
坂手町地内の路線について、鬼怒川緊急対策プロジェクトに
よる堤防整備に伴い、現況に即した路線とすることから、当
該路線の終点の位置を変更するもの

可決

議案第 94 号 市道の路線の変更について（2541 号線）
大輪町地内の路線について、鬼怒川サイクリングロードに接
続させるとともに、現況に即した路線とすることから、当該
路線の起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 95 号 市道の路線の変更について（2559 号線）
羽生町地内の路線について、鬼怒川サイクリングロードに接
続させるとともに、現況に即した路線とすることから、当該
路線の終点の位置を変更するもの

可決

議案第 96 号 市道の路線の変更について（2581 号線）
当該路線について、鬼怒川サイクリングロードに接続させる
とともに、現況に即した路線とすることから、当該路線の終
点の位置を変更するもの

可決

議案第 97 号 市道の路線の変更について（2597 号線）
羽生町地内の路線について、鬼怒川サイクリングロードに接
続させるとともに、現況に即した路線とすることから、当該
路線の終点の位置を変更するもの

可決

議案第 98 号 市道の路線の変更について（3947 号線）

内守谷町地内の路線について、当該路線の一部が鬼怒川サイ
クリングロードと重複することから当該重複する部分を廃止
するとともに、現況に即した路線とすることとし、当該路線
の起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 99 号 市道の路線の変更について（2671 号線）

豊岡町地内の路線について、当該路線の一部が鬼怒川サイク
リングロードと重複することから当該重複する部分を廃止す
るとともに、現況に即した路線とすることとし、当該路線の
起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 100 号 市道の路線の変更について（2689 号線）

豊岡町地内の路線について、当該路線の一部が鬼怒川サイク
リングロードと重複することから当該重複する部分を廃止す
るとともに、現況に即した路線とすることとし、当該路線の
起点及び終点の位置を変更するもの

可決

議案第 101 号 市道の路線の変更について（3934 号線）

豊岡町地内の路線について、当該路線の一部が鬼怒川サイク
リングロードと重複することから当該重複する部分を廃止す
るとともに、議案第 89 号において廃止する市道 3469 号線の
一部を除いた現道の部分を市道 3934 号線に統合することか
ら、その起点及び終点を変更するもの

可決

議案第 102 号 市道の路線の変更について（西 342 号線）

大沢地内の路線の一部について、隣接する民有地と一体とな
り、道路としての機能を有しておらず、当該路線に隣接する
土地の所有者から払下げの要望があることから、その起点を
変更するもの

可決

議案第 103 号 市道の路線の認定について（6038 号線） 鬼怒川緊急対策プロジェクトによる堤防整備に伴い、新たに
整備した道路を市道として認定するもの 可決

議案第 104 号 令和７年度常総市一般会計補正予算（第７号） 補正予算の増額分	 4 億 9,495 万 2,000 円
補正予算後の総額	 294 億 5,393 万 2,000 円 可決

議案第 105 号 令和７年度常総市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

補正予算の増額分	 8,116 万円
補正予算後の総額	 62 億 5,384 万 2,000 円 可決

議案第 106 号 令和７年度常総市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

補正予算の増額分	 7,664 万 2,000 円
補正予算後の総額	 18 億 1,937 万 3,000 円 可決

議案第 107 号 令和７年度常総市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

補正予算の増額分	 407 万 9,000 円
補正予算後の総額	 58 億 5,115 万 4,000 円 可決

議案第 108 号 令和８年度常総市一般会計予算 歳入歳出の総額	 268 億 200 万円
(前年比　　　４億 8,200 万円増額　1.8％増） 可決

議案第 109 号 令和８年度常総市国民健康保険特別会計予算 歳入歳出の総額	 60 億 4,149 万 2,000 円 可決

議案第 110 号 令和８年度常総市後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出の総額	 18 億 3,894 万 1,000 円 可決

議案第 111 号 令和８年度常総市介護保険特別会計予算 歳入歳出の総額	 57 億 4,277 万 7,000 円 可決

議案第 112 号 令和８年度常総市介護サービス事業特別会計予算 歳入歳出の総額	 2,630 万 3,000 円 可決
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議
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果

議案番号 議　　　案　　　名 内　　容 審議結果

議案第 113 号 令和８年度常総市水道事業会計予算

収益的予算　収入	 16 億 759 万 4,000 円
　　　　　　支出	 15 億 8,344 万 4,000 円
資本的予算　収入	 2 億 1,460 万円
　　　　　　支出	 5 億 5,306 万 1,000 円

可決

議案第 114 号 令和８年度常総市下水道事業会計予算
収益的予算　収入・支出	 15 億 8,211 万 3,000 円
資本的予算　収入	 14 億 7,301 万 6,000 円
　　　　　　支出	 18 億 4,021 万円

可決

議案第 115 号 議案第 108 号　令和８年度常総市一般会計予算に対
する決議

圏央道スマート IC 整備事業業務委託料について、次の事項
に留意して執行するよう求めるもの
・鬼怒川ふれあい道路（西幹線）の未整備区間について、今
後も早急な整備実現に向け茨城県や関係機関に必要な要望活
動を行うとともに、その経過についても定期的に議会へ報告
し、議会との情報共有を図ること
・圏央道スマート IC 整備事業業務委託については企業誘致が
期待されるものの、現時点において具体的な企業立地の見通
しが明確であるとは言えず、事業の実施に当たっては総合的
な計画の下で進められる必要がある。相互の関連性を踏まえ
た総合的な計画を整理し、議会に対し適時適切に報告するこ
と
・圏央道スマート IC 整備事業業務委託については、事業完成
までの計画を示すとともに、進捗状況を定期的に議会に報告
すること

可決

議案第 116 号 常総市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

令和８年３月 26 日をもって任期満了となることから、引き
続き、鈴木英明氏を委員に選任するもの 同意

推薦第５号 常総市各種委員の推薦について

市長及び教育委員会教育長より推薦を求められたため、推薦
するもの
【子ども・子育て会議委員】
入江赳史
【都市計画審議会委員】
中村安雄
【水道事業審議会委員】
草間典夫
【青少年問題協議会委員】
小林剛　　栁井真吾　　倉持守
【社会教育委員兼公民館運営審議会委員】
坂巻文夫　　岡野一男
【教育支援委員会委員】
栁井真吾

推薦

選挙第８号 常総衛生組合議会議員の選挙について
常総衛生組合規約第５条第２項の規定により、組合議会議員
１名の選挙を行うもの
当選：堀越道男

当選

※議長は採決に加わらない
≪会議の欠席等の状況≫
　３月２日	【議員全員協議会、本会議】（欠席）茂田信三
　３月４日	【本会議】（遅参）中村安雄
　３月９日	【予算特別委員会】（遅参）茂田信三

議案などに対して賛否の分かれたものを掲載しています。　★議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。� ○：賛成　×：反対　棄：棄権

会派 常総の志 令明会 無所属の会 日本
保守党

日本
共産党

立憲
民主党 会派所属無し

議案
番号

中
島　

義
昭

塚
本　

治
男

倉
持　
　

守

中
村　

博
美

中
村　

安
雄

坂
巻　

文
夫

佐
藤　

剛
史

栁
井　

真
吾

石
塚　
　

剛

草
間　

典
夫

吉
原　

晴
照

大
澤　
　

清

岡
野　

一
男

小
林　
　

剛

堀
越　

道
男

入
江　

赳
史

柴　
　

典
明

茂
田　

信
三

議案
第 108 号 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ×

議案
第 110 号 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案
第 113 号 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※議長は採決に加わらない

令和８年３月
定例会議 議員の賛否
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審
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し
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と
主
な
事
業

審議・可決した予算の主な事業
　令和８年３月定例会議では、来年度のお金の使い方（予算）を確認す
る大切な審議を実施いたしました。様々な事業に対して質疑をし、予算
が適正なものかをチェックした結果、令和８年度予算は可決となりまし
た。今回は審議・可決した主な事業を紹介いたします。詳細は広報常総
でも特集していますので、そちらも併せてご覧ください。

【担当部署：学校給食センター】
　学校給食を安定的に供給し、常総市の子
どものカラダとココロを育てるとともに、
小学校と合わせて中学校の給食費を無償化
し、子育て世帯の負担軽減を図る。

【担当部署：デジタル推進課】
　リアルタイムの翻訳機能及びビデオ通話
による翻訳サービスが活用可能な多言語通
訳サービスを導入し、市民窓口・訪問業務
において外国人住民との円滑なコミュニ
ケーションを実現する。

【担当部署：商工観光課】
　市内小中学生を対象としたロボットプロ
グラミング講座を通じた将来の AI 人材育成、
AI モビリティ体験や AI まちづくりの認知拡
大に資するイベントなどを行い、 AI などの
先端技術を活用した若年層が定着しやすい
まちづくりに取り組む。

小中学校給食費無償化事業

多言語通訳システム導入事業

ＡＩまちづくり推進事業

子どもまんなかまちづくり常総

市民に便利な常総市役所ＤＸ

未来につなげる地域づくり

子育て世帯の　　　負担を軽減！

多言語化対応の強化！

地域課題の
解決のため

ＡＩまちづ
くりを推進
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要
望
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詳細はこちらをご覧ください⇒⇒

　令和８年３月 24 日、文教厚生委員会から市長と教育長へ「学校給食センターの今後の
在り方に関する要望書」を提出しました。持続可能な質の高い給食体制の早急な構築が
必要と全委員の総意のもと、以下のとおり要望しました。

１　学校給食センターの整備方針について
　�　学校給食センターの将来的な整備方針を早急に決定すること。なお、学校給食セン
ターを新たに建設する場合、建設地を早急に決定すること。

２　下妻市との広域連携体制について
　�　下妻市と共同で学校給食センターを建設・運営することの可能性については、具体
的な調査・研究を実施し、慎重な判断の上、速やかに広域連携体制について決定する
こと。

　常総市議会では、市議会及び市の各種事業について、行政視察の受入れを行っています。
令和７年度は、全国各地から 45 団体、計 414 名の方に当市へ視察にお越しいただきました。
主な視察内容は下記のとおりです。今後も、積極的に視察の受入れを行ってまいります。

市長・教育長に要望書を提出

令和７年度　行政視察の受入状況

主　な　視　察　内　容 件　数

◦アグリサイエンスバレー常総及び道の駅常総について 21 件

◦防災先進都市を目指す取り組みについて 14 件

◦公共施設マネジメントについて 5件

◦その他 8件
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　常総市議会中継が動画で常総市ホームページより
いつでもご覧いただけます。

常総市議会 中継

https://www.josocity.stream.jfit.co.jp

※正式な日程は常総市議会ホームページをご覧ください。
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　常総市公式アカウントにて、議会の情報を配信します。

ご登録をお願いいたします。

市ホームページ

LINE　facebook　X　配信中！
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第
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十
二
景

６月 定例会議（予定）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

本会議
議員全員
協議会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

7 8 9 10 11 12 13

本会議
（一般質問）

予算
特別委員会

常任委員会
（分科会）

常任委員会
（分科会）

常任委員会
（分科会）

14 15 16 17 18 19 20

予算特別委員会
議員全員協議会
本会議

21 22 23 24 25 26 27
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